
- 47 - 

3.2.4 施工計画   

3.2.4.1 施工方針   

 本計画は日本国の無償資金協力の枠組みで実施される。よって、施工方針として下記の事項を

考慮する。  

・雇用機会の創出、技術移転の促進、地域経済の活性化に資するため、現地の技術者、労務者お

よび資機材を最大限に活用する。  

・本計画が円滑に実施されるように「タ」国政府、コンサルタントおよび建設業者間に緊密な連

絡体制を確立する。  

・道路工事は効率的な資材の搬入と機材の稼働を基づいた仮設計画を立案する。そのために現地

の地形、地質状況等を十分に把握し計画に反映させる。 

・降雨形態、資機材調達に必要な期間、適切な施工方法の採用等を考慮し現実的な施工計画  を

立案する。 

・現況交通流を著しく遮断せず、不都合が生じないような迂回計画、および現場作業工程を立案

する。 

 

3.2.4.2 施工上の留意事項   

 計画実施に際しての留意すべき事項を以下に示す。  

(1) 労働基準の遵守 

 建設業者は「タ」国の現行建設関連法規を遵守し、雇用に伴う適切な労働条件や慣習を尊重し、

労働者との紛争を防止すると共に安全を確保するものとする。 

  

(2) 工事期間中の環境保全  

 工事開始前に「工事許可証」を受領する際、許可の前提となる環境側面の遵守事項を配慮して

工事の指導・監督に当る。更に、現状の環境保全を前提に既存構造物（縦断・横断排水構造物）

撤去に伴う廃材処分、残土処分、盛土工事、舗装工事等により発生する粉塵、濁水対策等を考慮

する。 

 

(3) 現場の通信手段の必要性  

 本計画現場は、都市道路と位置付けられ、朝夕の交通車輌の渋滞、日中の路線バスの往来、沿

線住民の通行移動が行われている状況である。このような中で、施工中、緊急時の一般交通およ

び沿線住民の安全確保、工事に関わる要員の安全を確保する上で、通信管理体制を整えるために、

最低限必要な通信設備を考慮する。 

 

(4) 現地慣習の尊重  

 施工計画の立案に際し、現地の宗教および現地慣習に従った作業日程を考慮する。 
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(5) 交通安全の確保  

 工事進行に伴い安全に留意しつつ、且つタイムリーに現道交通を円滑走行させるために、一部

区間迂回路を建設し、効率的な交通の切り回し道路計画を考慮する。また既設カルバートの改修、

交差点建設もあり、その工事中は迂回路工事を行う必要がある。 

 

(6) 通関事情 

 輸入・荷下しおよび通関手続き等の所要日数を考慮し、余裕を持った施工計画を立案する。 

 

(7) 用地確保 

 事前合意、借地料等の支払い等が「タ」国により適切に実施されることを確認する。 

 

(8) 工程調整 

 「タ」国側の負担工事の作業進捗を十分に確認・調整する。 

 

 

3.2.4.3 施工区分   

 本プロジェクトを実施するにあたり、日本および「タ」国両政府それぞれ負担事項の概要を以

下に示す。 

  

(1) 日本側の施工負担範囲  

1) 建設工事 

・対象区間道路延長 11.6km、既存 2 車線道路を 4 車線に拡幅および横断排水構造物の改修 

・土工、車道・歩道舗装工、路肩工等の道路工事および工事に係る必要な仮設工事 

・横断河川構造物工事、および工事に係る必要な仮設工事 

・仮設施設（ベースキャンプ、事務所、倉庫等）の設置 

 

2) 資機材の調達 

 「 2.4.6 資機材調達計画」で示された道路および構造物の建設資材および建設機械の調達 

 

3) 安全対策 

 工事実施に係る安全管理および対策 

 

4) コンサルタント業務 

 「2.4.4 実施設計および施工監理計画」で示した実施設計、入札・契約書の作成、入札の補助  

および工事の施工監理 
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(2) 「タ」国の施工負担範囲 

1) 工事許可証の取得 

 施工業者入札前に TANROADS による本計画に関わる工事許可証の取得 

2) 通関､免税処置 

 工事資機材の輸入品に関して、工事開始に先立ち、作成された輸入品リストを基にして、「タ」

国の港湾施設での通関，免税処置を行うための便宜供与 

 

3) 土地収用および補償物件 

 「工事施工計画」で示されたベースキャンプ等の施設の建設に必要な用地の確保、建設に伴い

発生する廃棄物処分場・残土処分場の確保 

 

4) 公共施設の移設等の便宜 

・支障物件の移設（電話線，電線、水道管、下水道管、ガス管、原油オイル管、路上広告） 

・社会環境配慮による移転（モスク、墓地、ランギタトゥバスターミナル） 

・主要交差点建設に伴う必要な土地収用 

・仮設ヤード(キャンプヤード、事務所、コンクリートプラント等敷地)の確保 

・移設に伴う TANROADS の監督要員の配置とその事務所、交通手段、経費の確保 

 

5) その他. 

・本計画実施に従事する日本人および第三国人(「タ」国民以外)の入国、滞在等に対しての   

便宜供与 

・「タ」国政府が課す関税、国内税、その他税上の課徴金等の免除または払戻し 

・カウンターパートを指名し、その要員の交通手段、経費の確保 

 

3.2.4.4 実施設計および施工監理計画   

(1) コンサルタント業務の実施工程 

 本事業の実施にあたっては、まず日本および「タ」国の両政府間で本事業の無償資金協力に係

わる交換公文(E/N)の締結が行なわれることが前提となる。交換公文締結後、コンサルタントは

JICA より発給される推薦状を基に日本の無償資金協力の範囲および手順に従い、「タ」国政府

の実施機関である TANROADS との間でコンサルタント契約を結び、実施設計、入札補助業務お

よび施工監理と進める。以下コンサルタント契約に含まれる主な業務内容を示す。 

1）入札図書作成段階(実施設計段階) 

 基本設計調査報告書の結果に従い、各施設の実施設計を行い、入札図書を作成し、TANROADS

の承認を得る。 

 

2）入札段階 

 TANROADS は、コンサルタントの補佐の下、参加資格制限つき一般競争入札により日本国籍

の工事業者を選定する。この入札および工事契約に参加する「タ」国政府の代理人は、契約にか
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かわる承認権をもつ者と技術分野の判断可能な者である必要がある。入札段階でのコンサルタン

ト補佐業務は以下のとおりである。 

 ①入札公示、②事前資格審査、③入札および入札評価、④契約締結 

 

(2) 実施体制 

 実施設計、工事入札の各段階でのコンサルタントの要員配置およびその責務は、以下のとおり

である。 

1）実施設計および入札図書作成 

 業務主任のもとに編成された設計チームにより、実施設計を行う。 

チーム編成にともなう各技術者とその役割は以下のとおりである。 

 

表 3.9 実施設計の要員配置 

 

担当 格付 役割 
現地 

業務 

国内

業務 

合 計

M/M

(1) 業務主任 2 全体総括 2.66 1.5 4.16

(2) 道路設計（I） 
3 道路設計計画、縦断、舗装設計、

数量計算 

3.66 2.5 6.16

(3) 道路設計（II） 4 図面作成、照査 0 3.0 3.0

(4) 道路構造物調査設計 
3 カルバート等の構造物調査、流況

調査、設計、図面、数量計算 

3.0 1.5 4.5

(5) 自然条件調査 

 （環境配慮も含む） 

4 舗装および材料調査、詳細測量、

環境管理計画監理 

1.0 1.0 2.0

(6) 施工計画・積算 
3 仮設計画、支障物件対応、物価調

査、施工計画、積算 

1.0 3.0 4.0

(7) 入札図書 4 入札図書作成 0 2.5 2.5

合計 26.32

 

 また、この実施設計業務には入札図書の作成業務も含まれる。本計画は日本国の無償資金協力

によるものであることを念頭におき、入札図書作成では以下の事項に考慮する。 

・ 入札指示書、契約書の書式等は、日本の無償資金協力のガイドラインに沿ったものとする。 

・ 技術仕様書は、「タ」国側の技術仕様書を考慮しながら、十分な品質を確保する事を主眼に

置き作成する。 

・ 入札図書作成業務要員は、基本設計調査、実施設計に係わる設計内容を熟知した者を主体と

する。 
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2）入札業務補助の実施体制 

 入札業務を円滑に遂行するための各担当と役割は以下のとおりである。 

 

 

表 3.10 入札業務の要員配置 

 

担当 格付 役割 現地業務 国内業務 合計 M/M 

(1) 業務主任 

 

 2 

入札業務が円滑に遂行される

ための調整業務、全ての事項に

関する総括責任者 

 

0.66 

 

 

0 

 

0.66 

(2) 入札スペシャリスト 

 

 3 

道路設計(I)を配置。入札図書

の照査、入札公示、入札および

入札評価に係わる諸業務 

 

0.66  

 

0 

 

0.66 

 

 その他、以下のとおり補助要員の配置を計画する。但し、要員 M/Mには計上しない。 

・ 入札補助要員：入札図面類の照査、入札スペシャリストの補助。              

コンサルタントによる入札補助業務は、契約の成立、契約書の認証の確認を含む。 

 

2) 施工監理体制（コンサルタントの現場監理体制） 

  コンサルタントは業者契約の締結後、施工業者に工事着工指示書を発行し、施工監理業務に着

手する。施工監理業務では工事進捗状況を TANROADS 等に直接報告するとともに、業者には作

業進捗、品質、安全、支払いに関わる業務、および工事に関する改善策、提案等を行う。また、

毎月、在首都ダルエスサラーム日本大使館および JICA タンザニア事務所に対し定期的に報告を

行う。さらに施工監理の完了から 1 年後、完成検査を行う。これをもってコンサルタントサービ

スを完了する。 

 施工監理業務でのコンサルタントの要員配置およびその責務は、以下のとおりである。 

 

表 3.11 施工監理業務の要員配置 

  

担当 格付 役割 現地業務 国内業務 合計 M/M

(1) 業務主任 

2 総括 1.0 0 1.0 

(2) 常駐施工監理 

3 現地統括監理 26.5 0 26.5

(3) 完工検査 4 完工検査 
0.23 0 0.23
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3.2.4.5 品質管理計画  

ベースキャンプ内に試験室を設け、コンクリートの品質管理試験を行える設備を最小限日本か

ら調達する。また試験室には、技術スタッフを配置して、現場の施工に対応出来るような計画と

した。本計画の建設に伴う主な品質管理計画を下表に示す。 

 

表 3.12 品質管理項目 

 

 

 

 

 

表　　　　　　品質管理項目一覧表

試験方法 試験頻度

路盤(砕石〕 配合材料 液性限界、塑性指数 配合毎

粒度分布(配合）

骨材強度試験(TFV)

骨材密度試験

最大乾燥密度(締固め試験)

敷設 密度試験（締固め率） 1回／日

プライムコート 材料 瀝青材 品質証明書 材料毎

・タックコ一ト 保管・散布時の温度 配送毎

アスファルト 材料 瀝青材 品質保証書・成分分析表 材料毎

骨材 粒度分布（配合) 配合毎、1回／月

吸水率 材料毎

骨材強度試験(TFV)

配合試験 安定度 配合毎

フロー値

空隙率

骨材空隙率

引張強度（Indirect)

残留安定度

設計アスファルト量

舗設 混合時の設定温度 適宜

敷きならし時の温度 運搬毎

サンプリング・マーシャルテスト 1回／日程度

コンクトリート 材料 セメント 品質証明書、化学・物理試験結果 材料毎

水 成分試験結果 材料毎

混和剤 品質証明書、成分分析表 材料毎

細骨材 絶乾比重 材料毎

粒度分布、粗粒率

粘土塊と軟質微片率

粗骨材 絶乾比重 材料毎

粒度分布(混合)

圧縮強度試験(供試体Cube) 配合毎

打設時 スランプ(Concrete) 材料毎

空気量 材料毎

温度 材料毎

強度 圧縮強度試験(7日、2８日〕 材料毎

鉄筋 材料 品質証明書、引張試験結果 ロット単位

項目

配合試験時
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3.2.4.6 資機材等調達計画   

（1）建設用資機材の調達事情 

 主な工事用資材調達区分は、表 3.13 に示す通りである。 

 

表 3.13 資材の調達区分 

 

資材 現地調達 日本調達 第三国 備考 

道路用砕石･コンクリート用骨材

(砂･骨材、コーラルストーン） 

○   現地で調達可能 

鉄筋 ○   輸入品の現地調達が可能

木材（合板・角材・丸太） ○   現地で調達可能。割高だ

が政府で輸入制限してお

り、個別輸入は困難 

セメント ○   現地で調達可能 

アスファルト材 ○   輸入品の現地調達が可能

燃料・潤滑材 ○   輸入品の現地調達が可能

道路区画線ペイント ○   輸入品の現地調達が可能

 

 「タ」国内では主要な建設資材である道路用骨材、瀝青材、セメント、鉄筋、コンクリート用

骨材、木材の入手が可能である。主な材料の調達区分の理由を以下に示す。 

 

① 盛土材、道路用砕石・コンクリート用骨材（砂・骨材） 

 工事の盛土材については、そのほとんどがラテライト質であり、本計画路線 20km 圏内で

3個所の土取り場候補地を確認し、試料を採取して CBR 試験等の土質調査から品質データを

確認した。 

 道路の路盤、表層材およびコンクリート骨材に使用する硬質で品質的，量的に満足する砕

石・骨材の入手はダルエスサラーム市圏外の半径約 130km からの調達を余儀なくされており、

砕石・骨材単価が高額となる。同様にコーラルストーンを路盤材に活用しているが、良質な

ものが少なくなっており、かつダルエスサラーム市圏外の半径約 20km から調達する必要が

ある。 

 砂については、対象道路から 10km 圏内の 2 個所の河川敷で調達が可能である。骨材用砂

はアルカリシリカ反応に関しても無害な骨材であることを確認した。 

 下層路盤については、路線全体に渡り、道路拡幅部の表土（深さ 30～50cm）が生活ゴミ等

の層が堆積しているためその除去が必須であるが、その下の路床に相当する層がシルトまじ

り砂層である。コスト縮減の方策として、下層路盤材に関して、砕石路盤にかわり、その現

道の路床材を活用しセメント安定処理工法を行うことで砕石の輸送コストを縮減することが
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可能である。近郊の土取場候補地から取れる良質レキ混じりラテライト材と現道の路床材を

混合させ、セメント安定処理を行うことにより、CBR 値等の下層路盤の仕様が確保できるた

め、現道の路床材を下層路盤材として活用することとする。 

② アスファルト･燃料関係 

 アスファルト材・燃料については、主に TERMCOTANK(T)社の代理店を通じてサウジアラ

ビアから輸入購入するのが一般的であり、その他 TOTAL KENYA、OLIXY  TANZANIA 等の

代理店を通じての輸入も可能であるが、いずれも市場価格と連動しており、供給実績が十分

ある。従ってアスファルト･燃料関連の原料主体は輸入品であるが、現地調達は可能であり、

品質的にも問題無いため現地調達とする。道路のアスファルト混合物はダルエスサラーム市

内の建設会社から、製品として調達が可能である。 

 

③ セメント 

 セメントは国内 4 社で生産され、供給能力、量的、品質的にも満足しており現地調達が可

能である。但し自国での原料生産調達にもかかわらず製造過程での電気供給費が高額なため、

そのセメント価格は日本よりも高額である。さらに輸入品セメントについては、「タ」国政府

で輸入規制しているため輸入品の持込みは困難である。本件で調達出きるセメント会社は対

象道路の北西約 15km に位置する TANGA CEMENT 社があり、24時間オペレーションで現

在、日総量約 2,200ton を生産している。ちなみに「タ」国内ではセメントの種類は普通ポル

トランドセメント（Class32.5N, Class42.5N）が主で早強セメントは生産されていない。 

 

④ 鉄 筋 

 鉄筋については、「タ」国内 6 社の加工工場が存在しており,いずれも南アフリカから鉄筋

原料を輸入して AASHTO 基準に準じて鉄筋を加工しているが、品質管理面に問題があり、

引張強度、鉄筋寸法形状にバラツキが見られるため、輸入製品とのコスト、品質等の比較・

検討が必要である。ちなみに品質的に満足出来る現地調達輸入品は、南アを始め、エジプト、

ウクライナ、スロバキア等からの製品である。 

 

⑤ その他資材 

 目地材、止水版等は、現地調達は困難であり、確実な調達確保、品質性、経済性を考慮し

て近隣国からの調達ではなく、日本調達とする。 

 

⑥ 測量機器・通信機器 

 品質、取扱いの面から日本調達とする。 
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(2) 調達材料の搬入計画について 

 調達材料の搬入、運搬計画については、運搬距離の算定を行い検討する。 

 

(3) 工事用機材 

 主な工事用機材調達区分は、表 3.14 の工事用機械調達区分に示すとおりである。本計画の建設

機械の調達については、現地の下請け建設業者が保有する機材を活用することで現地での機材調

達は可能である。但し、特殊な機材（仮締切り工の仮設機材等）および、動力機器は使用頻度が

高く、日常的に使用する発電機、水中ポンプ等は、「タ」国内で使用効率および安定が現場運営

管理面、特に安全確保の観点から日本からの持込みを検討する。 

 また、アスファルトプラント、骨材プラント、およびコンクリートプラントについては、現地

レンタルリース価格と輸入機材とのコスト比較を検討した。また、上層路盤材の粒度調整につい

ては、購入材料が粒度調整されていない状態での搬入となるため、仕様に合致させる為には、現

場内での配合調整（砕石と砂の調整）を検討した。 

 このように、建設機械は、原則現地業者を下請けとして調達する方針とするが、工期の設定上、

必要機材に対して現地での可能な機材数量に限りがあるため、不足機材については、日本からの

調達とする。 

 

表 3.14 主要工事用機械調達区分 

 

調達区分 機材 

 現地 日本 第三国 備考 

ブルドーザ ○    現地調達

バックホ－ ○   現地調達

ホイールローダ ○   現地調達

ダンプトラック ○    現地調達

モーターグレーダ  ○  日本調達

マカダムローラ ○   現地調達

タイヤローラ ○   現地調達

振動ローラ ○   現地調達

スタビライザ ○   現地調達

コンクリートプラント ○    現地調達

アジテーターカー  ○   日本調達

アスファルトプラント  ○   日本調達

アスファルトフィニシャー ○    現地調達

チップスプレーダ  ○  日本調達

ホイールクレーン 25t  ○  日本調達

発動発電機（ディーゼル）  ○  日本調達

 

 

3.2.4.7 実施工程    
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 日本の無償資金協力の手続きに基づき作成された事業実施工程表（案）を図 3.11 に示す。 

 

項目　　　　　　　 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

EN締結 （第1期） （第２期）

コンサル契約締結（単年度）
工期分け（第1期、第2期）

コンサルタント契約認証

DD 詳細設計

入札 施工業者入札・契約･認証（2ヶ月）

第１期工事（Km0～Km5.0 区間）

準備工

第 仮設工、伐採・除根

1 土工事（切土、盛土、法面工）

期 道路排水構造物

工 路床・路盤工

事 舗装工

道路付帯工、跡片付け

第2期工事（Km5.0～Km11.6 区間＋Km6.5付近の横断排水工＋km8.0付近の高盛土）

準備工

第 仮設工、伐採・除根

2 土工事（切土、盛土、法面工）

期 道路排水構造物

工 路床・路盤工

事 舗装工

道路付帯工、跡片付け

：　雨季

2007年 2008年2006年 2009年

 

 

図 3.11 事業実施工程（案） 

 

3.3 相手国側分担事業の概要   

3.3.1 我が国の無償資金協力事業における一般事項   

 「タ」国側分担の一般事項について、両国間で合意された協議議事録において既に確認されて

いるが、ここではその内容を以下に記述する。 

－建設の開始までに、事業の実施に要する用地を確保する。 

－認証された契約に基づく製品・サービスの供給に関して、受入国で生ずる関税、国内税および

その他の公課を日本国民に対して免除する。 

－認証された契約に基づく製品、サービスの供給に関して、事業実施のために受入国に入国し、

または、滞在する日本国民に対し、それに必要な便宜を供与する。 

 

3.3.2 本計画固有の事項  

 無償資金協力として求められる一般的負担事項以外の本計画特有の相手方負担事項は、以下の

とおりである。 
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1) 支障物件の移設 

 都市道路であるため、以下の表 3.15 に示す支障物件が確認された。 

 

表 3.15 支障物件一覧表 

 

関連組織 住所 Fax/Tel/E-mail 現状埋設図面等 移設計画図面等 移設スケジュール
移設費用見積り

(百万T.S)
備考

電話線 TTCL POBOX 9070 T.2142233 無し 無し 2005/2006 321

Dar es Salaam F.2112335 現場にて確認 予算年度 （3.2kmより終点まで）

3,200万円

電線 Tanesco POBOX 9024 T.111041 無し 無し 2005/2006 28

Dar es Salaam F.１１３８３６ 現場にて確認 予算年度 （2.0km区間のみ）

全線推定（2*11.6/2)*28：3,250万円

水道管 Dawasco POBOX 1573 T.2762479 0km-10.2km 区間あり 0km-10.2km 区間あり 2005/2006 2,530

下水管 Dar es Salaam F.2762480 10.2km-11.6km 区間無し 10.2km-11.6km 区間無し 予算年度 (2.38 Mil.US$)

25,000万円

ガス管 Pan African POBOX 80139 現場にて確認 現場にて確認 すでに移設済み －

Energy Tanzania Dar es Salaam

Ltd.

原油オイル管 TAZAMA POBOX 9043 T.2118883 現場にて確認 現場にて確認 2005/2006 215

Dar es Salaam F.2119003 予算年度 (0.2 Mil.US$)

2,150万円

BP POBOX 9043 T.2111269 現場にて確認 現場にて確認 2005/2006 Under process

Dar es Salaam F.2112726 予算年度 Tazama より推定

250万円

6 路上広告 広告主

総合計 3億4000万円

Mandela交差点

よりKTM繊維工

場までの敷設済4

5

広告板設置時に必要に応じて無条件で移動することを前提で許可を得ている--道路基金の広告収入

支障物件名

1

2

3

3.2ｋｍ分の移転
費用入手済み

部分的に移転工
事が開始されて
いる

 

 タンザニア道路公社の要請に基づき、各関連機関より提出されたデータ（一部調査団推定）に

よると、3 億 4000 万円の移設費用が見込まれる。タンザニア側は、2006/2007、2007/2008 のタン

ザニア道路公社予算に盛り込む必要がある。 

 

2) 社会環境配慮による移転 

 社会環境配慮上、タンザニア側は、下記に示す移転費用の負担が必要である。 

 

表 3.16 移転費用の見積り 

 

考慮すべき移転対象 移転費用の概算費用（TS） 備 考 

モスク 160百万（1,600 万円） 調査団推定 

 墓 43百万（430 万円） テメケ市見積り 

ランギタトゥバスターミナル 276百万（2,760 万円） テメケ市見積り 

合 計 479百万（4,790 万円）  

 

3) 土地取得費用の負担 

 本計画始点部および主要交差点でのロータリー建設に伴い、土地収用が必要になる。但し、建

物等の移設は不要である。  
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4）仮設ヤードの確保に関わる負担 

 建設業者の建設ヤードのための仮設用地が以下のように必要になる。 

－所要面積：100m×100m   

－所要期間：2 年 

 

3.3.3 相手国側への要望  

 工事を円滑に実施していくために相手国側に以下の事項を要望する。 

1) 本計画区間沿線住民への事業説明会の実施 

 本計画の実施が公式に決定される交換公文の調印後、速やかに沿線住民もしくはその代表者を

集めて、事業説明会を TANROADS 主体で実施すること。 

 

2) 交通安全 

 工事中に交通整理員の指示に従うように、運転手へ周知徹底すること。 

 

3) 工事中の不都合の通知の徹底 

 工事による通過交通への不都合が多々予想される為、ラジオ等の広報メディアを通して、道路

利用者に工事中の不都合の通知を徹底すること。 

 

3.4 プロジェクトの運営・維持管理計画   

 本計画実施後の施設の維持管理に関して、以下の維持管理工事が必要になる。 

(1) 日常的維持管理 

 通年、特に雨期明けに必要となる補修等の作業を以下に示す。 

－アスファルト表層面のパッチング（穴埋め） 

－必要に応じた路盤の補修 

－路肩整形(法面整形) 

 また、都市道路であるために、恒常的に側溝や排水横断構造物の清掃が必要である。 

 

(2) 定期的維持管理 

－路盤補修 

－表層打ち変え（オーバーレイ） 

－路肩補修 

－構造物の補修 

 現在、上記の維持管理工事は、TANROADS のダルエスサラーム地方事務所が地元の建設会社

に外注方式で実施しており、体制上の問題は無い。特に、損傷部分の早期補修が鍵となるため、

日常の点検・巡回を十分行うことを要請する。 
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3.5 プロジェクトの概算事業費 

3.5.1 協力対象事業の概算事業費 

(1) 日本国側負担経費 

 日本の無償資金協力による概算事業費は表 3.17 に示すとおりである。 

この概算事業費は、暫定であり無償資金実施の決定に際して、日本政府により今後見直されるこ

ともありうる。即ち、交換公文（E/N）上の供与限度額を示すものではない。 

 

概算事業費： 約 2,497百万円 

 

表 3.17 概算事業費（日本国側負担） 

 

事業費区分 合計（百万円） 

1) 建設費 

・直接工事費 

・現場経費 

 ・共通仮設費 

  ・一般管理費 

2） 設計監理費 

2,343 

1,852 

149 

184 

158 

154 

合計 2,497 

 

(2) 「タ」国側負担経費 

 「タ」国側負担経費として、支障物件の移設、社会環境配慮による移転、土地取得および仮設

ヤード確保のための費用等、39.6 億 TS（約 4 億円）が見積もられる。 

 

(3) 積算条件 

1) 為替交換レート  

１米ドル＝109.54 円（2005 年 8月末時点） 

 

2) 施工期間 

2 期による工事とし、詳細設計、工事に必要な期間は、合計 32ヶ月。 

 

3) その他 

－本プロジェクトは日本の無償資金協力の制度に従い、実施されるものとする。 

－上記の為替レートは、日本政府により見直される。 
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3.5.2 運営・維持管理費 

 前述の本計画の維持管理計画に従って維持管理費を算定すると、表 3.18 のようになる。 

 

表 3.18 主な維持管理項目と費用 

                                  （1TS=0.1 円） 

形態 ｻｲｸﾙ 維持管理内容 仕様 単位 単価（TS) 作業量 回数 費用（TS）

日常 毎年 パッチング 全舗装面積の0.1% m2 24,500 174 9 38,367,000

路盤補修 全舗装面積の0.1% m2 18,450 174 9 28,892,700

路肩補修 全延長の0.1% m2 14,000 12 9 1,461,600

構造物の清掃 － m3 2,000 327 9 5,877,000

小計-I 10年累計＝ 74,598,300

1年あたり＝ 7,459,830

定期 8年目 路盤補修 全舗装面積の2.0% m2 24,500 3,480 1 85,260,000

オーバーレイ 全舗装面積の2.0% m2 18,450 3,480 1 64,206,000

路肩補修 全延長の3.0% m2 14,000 348 1 4,872,000

構造物の補修 － m3 161,000 327 1 52,566,500

小計-II 206,904,500

日常・定期整備の合計-III (=I+II) 281,502,800

運営・管理費 IIIの10％ 式 - - 1 28,150,280

合計 309,653,080

1年当たり費用 30,965,308

円換算＝ 3,100,000  

 

上記試算により、日常・定期維持管理合わせて年間の費用負担は、3,100 万 TS（3.1百万円相

当）である。これは TANROADS ダルエスサラーム事務所の 2004/2005 年維持管理予算額 23 億

TS（2.3 億円）の 1.3%に相当し、十分負担可能な額である。 

 

 

3.6 協力対象事業実施に当たっての留意事項 

 本計画の対象となるキルワ道路には、数々の支障物件が現行の道路沿いに確認されている。同

支障物件の移設は、相手国側分担事業となっているため、十分な予算措置と執行が求められる。

基本設計概要説明時にこの点について十分協議・確認がなされ、討議議事録に記載された。また、

ピーク時の交通渋滞は工事期間中一時的にさらに悪化することが予想されるため、道路利用者に

対する事前の通知を徹底させ、無用のトラブルを事前に回避することが必要となる。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 プロジェクトの妥当性の検証  
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第 4 章 プロジェクトの妥当性の検証 

4.1 プロジェクトの効果 

 本計画対象道路であるキルワ道路は、テメケ市を縦断する都市道路および南部地方への幹線道

路の機能を持っているため、本計画実施によりテメケ市住民 80 万人および南部沿岸地域住民 270

万人、合計約 350 万人に対する裨益効果が見込まれる。 

 

1) 直接効果 

  現在のキルワ道路の片道 1 車線を 2 車線化することにより、現在、朝夕の通勤・通学のピー

ク時（朝 6 時～9 時、夕方 16 時～20 時、合計 7 時間）の混雑による平均速度：7km/h が、同

20km/h に改善され、移動時間が短縮される。 

 

2) 間接効果 

  間接効果として以下の点が期待できる。 

－安全対策が施されることにより、km 当たりの事故率が低減され、市民生活の安全性向上に寄

与する。 

－通勤通学時に利用する乗り合いバスの利便性が向上することで、低所得者に裨益する。 

 

－排水構造物の整備により、衛生状態が改善され地域住民への利便性が向上する。 

 

－南部からの農作物等の輸送の利便性も向上し、将来の地域開発に資することが期待される。 

 

 

4.2 課題・提言 

 本計画の実施には、事業実施前の「タ」国による支障物件移設事業の速やか実施が求められる。

また、ピーク時の交通渋滞は工事期間中一時的にさらに悪化することが予想されるため、道路利

用者に対する事前の通知を徹底させ、無用のトラブルを事前に回避することが必要となる。 

本計画は、住民の利便性向上に寄与するものであり、住民の事業に対する理解・協力が必須であ

り十分なる情報公開が求められる。 

 また、HIV/AIDS 対策が「タ」国政府のイニシアチブの基に大々的に進められている中で、本

計画においても、施工現場レベルで HIV/AIDS撲滅キャンペーンに加担することが重要になる。 
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4.3 プロジェクトの妥当性 

 本計画は、現在片側 1 車線のキルワ道路を片側 2 車線道路に拡幅することにより、スムーズな

交通を確保する目的を持つもので、ダルエスサラーム市内道路の混雑緩和政策に直接的に寄与す

ることから本計画の妥当性が確認できる。 

 

 

4.4 結論 

 本計画は、前述のように多大な成果が期待されると同時に、広く住民の利便性の向上に寄与す

るものであることから、協力対象事業に対して、我が国の無償資金協力で実施することの妥当性

が確認される。これらの成果を長期的に機能させるための施設完成後の維持管理に関しても、

「タ」国実施機関のこれまでの実績を考慮すると、十分に対応可能と考える。 
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資料１．調査団員氏名・所属 

 

 

基本設計現地調査時 

 

 

担 当 所 属 氏 名 

団長 国際協力機構 無償資金協力部業務第一 
グループ運輸交通･電力チーム 

林 宏之 

業務主任／道路計画／ 
環境社会配慮 

（株）建設企画コンサルタント 井上 尚三 

道路設計Ⅰ（本線工） （株）建設企画コンサルタント 森田 秀明 

道路設計Ⅱ（付帯工、 

橋梁･構造物） 

（株）建設企画コンサルタント 大広 良則 

自然条件調査（地形･ 
水質･水文） 

（株）建設企画コンサルタント 田中 敏文 

施工計画/積算 （株）建設企画コンサルタント 増井 徹美 

 

 

 

 

基本設計 DBD 現地説明時 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

担 当 所 属 氏 名 

団長 国際協力機構 タンザニア事務所次長 高橋 直樹 

業務主任／道路計画／ 
環境社会配慮 

（株）建設企画コンサルタント 井上 尚三 

道路設計Ⅰ（本線工） （株）建設企画コンサルタント 森田 秀明 



 

 

資料 2. 調査日程 

タンザニア国キルワ道路拡幅計画基本設計現地調査日程表 

 

行動 ホテル 行動 ホテル 行動 ホテル 行動 ホテル 行動 ホテル 行動 ホテル

1 7 25 月
HND/KIX,JL1319

20:40-21:55
機中泊

HND/KIX,JL1319
20:40-21:55

機中泊

2 26 火

KIX/DXB,EK317
(-)23:15-05:10

DXB/DES,EK719
08:10-14:30

NewAfrica1

KIX/DXB,EK317
(-)23:15-05:10

DXB/DES,EK719
08:10-14:30

NewAfrica1

3 27 水 ﾛｰｶﾙｺﾝとのﾈｺﾞ NewAfrica2 ﾛｰｶﾙｺﾝとのﾈｺﾞ NewAfrica2

4 28 木
現場調査開始

資料収集
NewAfrica3

現場調査開始
資料収集

NewAfrica3

5 29 金
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ支払い
調査管理(測量)

NewAfrica4
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ支払い
踏査、調査管理

NewAfrica4

6 30 土
踏査、調査管理

資料まとめ
NewAfrica5

踏査、調査管理
資料まとめ

NewAfrica5

7 31 日 団内協議 NewAfrica6 団内協議 NewAfrica6

8 8 1 月
HND/KIX,JL1319

20:40-21:55
HND/KIX,JL1319

20:40-21:55
機中泊

調査管理
(測量、土質、地質）

NewAfrica7
調査管理

(測量、土質、地質）
NewAfrica7

9 2 火

KIX/DXB,EK317
(-)23:15-05:10

DXB/DES,EK719
08:10-14:30

KIX/DXB,EK317
(-)23:15-05:10

DXB/DES,EK719
08:10-14:30

NewAfrica1
調査管理

(測量、地質、土質）
NewAfrica8

調査管理
(測量、地質、土質）

NewAfrica8

10 3 水
表敬EOJ,MOW

,TANROAD,踏査
表敬EOJ,MOW

,TANROAD,踏査
NewAfrica2

表敬EOJ,MOW
,TANROAD,踏査

NewAfrica9
表敬EOJ,MOW

,TANROAD,踏査
NewAfrica9

11 4 木 TANROAD TANROAD NewAfrica3 TANROAD NewAfrica10
調査

(Quarry,BP）
NewAfrica10

12 5 金 協議・M/D 予定 協議・M/D 予定 NewAfrica4 協議・M/D 予定 NewAfrica11
調査

(Quarry,BP）
NewAfrica11

13 6 土 他プロジェクト
他道路、Quarry,BP

踏査、見学
NewAfrica5

他道路、Quarry,BP
踏査、見学

NewAfrica12
他道路、Quarry,BP

踏査、見学
NewAfrica12

14 7 日 他プロジェクト 室内作業 NewAfrica6 室内作業 NewAfrica13
HND/KIX,JL1319

20:40-21:55
機中泊 室内作業 NewAfrica13

HND/KIX,JL1319
20:40-21:55

機中泊

15 8 月
他プロジェクト

団内協議
団内協議
資料整理

NewAfrica7
団内協議
資料整理

NewAfrica14

KIX/DXB,EK317
(-)23:15-05:10

DXB/DES,EK717
14:30-20:50

NewAfrica1
団内協議
資料整理

NewAfrica14

KIX/DXB,EK317
(-)23:15-05:10

DXB/DES,EK717
14:30-20:50

NewAfrica1

16 9 火 M/Dサイン 協議・S/W 予定 NewAfrica8
調査(道路）
調査管理

NewAfrica15 踏査 NewAfrica2
調査管理

(測量、地質、土質）
NewAfrica15 踏査 NewAfrica2

17 10 水
表敬EOJ,JICA

DES,KQ483,15:15
表敬EOJ,JICA

調査(道路）
NewAfrica9

表敬EOJ,JICA
調査(道路）

NewAfrica16
表敬EOJ,JICA

調査(道路）
NewAfrica3

表敬EOJ,JICA
調査(道路）

NewAfrica16
表敬EOJ,JICA

調査(道路）
NewAfrica3

18 11 木
移動HND,

JL1316,19:45
調査(社会環境、

用地、Utility、バス）
NewAfrica10

調査管理(交通量12hr、
環境)

NewAfrica17
踏査、地質
調査管理

NewAfrica4
調査管理

(測量、地質、土質）
NewAfrica17 見積り依頼 NewAfrica4

19 12 金
調査(社会環境、

用地、Utility、バス）
NewAfrica11

調査管理(交通量24hr、
環境)

NewAfrica18
踏査、土質
調査管理

NewAfrica5
調査管理

(測量、地質、土質）
NewAfrica18 見積り依頼 NewAfrica5

20 13 土
調査

(Quarry,BP）
NewAfrica12

調査管理(交通量12hr、
環境)

NewAfrica19
踏査、土質
調査管理

NewAfrica6
調査管理

(測量、地質、土質）
NewAfrica19 調査確認(土質） NewAfrica6

21 14 日
団内協議
室内作業

NewAfrica13
団内協議
室内作業

NewAfrica20
団内協議
室内作業

NewAfrica7
団内協議
室内作業

NewAfrica20
団内協議
室内作業

NewAfrica7

22 15 月 調査(道路） NewAfrica14 調査(道路） NewAfrica21 地質調査管理 NewAfrica8
調査管理

(測量、地質、土質）
NewAfrica21 調査確認(地質） NewAfrica8

23 16 火 地質調査管理 NewAfrica15
調査管理

(測量、地質、土質）
NewAfrica22 地質調査管理 NewAfrica9

調査管理
(測量、地質、土質）

NewAfrica22 建設環境確認 NewAfrica9

24 17 水 土質調査管理 NewAfrica16
調査管理

(交通量、環境)
NewAfrica23 土質調査管理 NewAfrica10

調査管理
(測量、地質、土質）

NewAfrica23 建設環境確認 NewAfrica10

25 18 木
調査(社会環境、

用地、Utility、バス）
NewAfrica17

調査(道路）
調査管理

NewAfrica24 土質調査管理 NewAfrica11
調査管理

(測量、地質、土質）
NewAfrica24 建設環境確認 NewAfrica11

26 19 金
調査(社会環境、

用地、Utility、バス）
NewAfrica18 現地調査（構造物） NewAfrica25 現地調査（構造物） NewAfrica12

調査管理
(測量、地質、土質）

NewAfrica25
調査(社会環境、

用地、Utility、バス）
NewAfrica12

27 20 土
他道路、Quarry,BP

踏査、見学
NewAfrica19

他道路、Quarry,BP
踏査、見学

NewAfrica26
他道路、Quarry,BP

踏査、見学
NewAfrica13

他道路、Quarry,BP
踏査、見学

NewAfrica26
他道路、Quarry,BP

踏査、見学
NewAfrica13

28 21 日
団内協議
室内作業

NewAfrica20
団内協議
室内作業

NewAfrica27
団内協議
室内作業

NewAfrica14
調査管理(測量、地質、

土質)
NewAfrica27

団内協議
室内作業

NewAfrica14

29 　 22 月 現地調査（構造物） NewAfrica21 現地調査（構造物） NewAfrica28 現地調査（構造物） NewAfrica15
調査管理

(測量、地質、土質）
NewAfrica28 現地調査（構造物） NewAfrica15

30 23 火 現地調査（水文） NewAfrica22 現地調査（水文） NewAfrica29 現地調査（水文） NewAfrica16
調査管理

(成果確認、指示）
NewAfrica29 現地調査（水文） NewAfrica16

31 24 水 調査結果整理 NewAfrica23 現地調査（水文） NewAfrica30 現地調査（水文） NewAfrica17
調査管理

(成果確認、指示）
NewAfrica30 建設環境確認 NewAfrica17

32 25 木 調査結果整理 NewAfrica24 調査結果整理 NewAfrica31
再委託結果レビュー(地

質・土質)
NewAfrica18

調査管理
(成果確認、指示）

NewAfrica31 建設環境確認 NewAfrica18

33 26 金 表敬EOJ,JICA NewAfrica25 表敬EOJ,JICA NewAfrica32 表敬EOJ,JICA NewAfrica19 表敬EOJ,JICA NewAfrica32 表敬EOJ,JICA NewAfrica19

34 27 土 団内協議 NewAfrica26 団内協議 NewAfrica33 団内協議 NewAfrica20 団内協議 NewAfrica33 団内協議 NewAfrica20

35 28 日 調査結果整理 NewAfrica27 調査結果整理 NewAfrica34 室内作業 NewAfrica21
調査管理(データ回収/

分析)
NewAfrica34 見積り回収 NewAfrica21

36 29 月

DES/NRB,KQ483
15：15-16：30

NRB/DXB,KQ310
19:30-01:45(+)

機中泊

DES/NRB,KQ483
15：15-16：30

NRB/DXB,KQ310
19:30-01:45(+)

機中泊
再委託結果レビュー(地

質・土質)
NewAfrica22

DES/NRB,KQ483
15：15-16：30

NRB/DXB,KQ310
19:30-01:45(+)

機中泊 見積り回収 NewAfrica22

37 30 火

DXB/KXB,EK316
02：50-17：20

KXB/HND,JL1316
18:40-19:45

DXB/KXB,EK316
02：50-17：20

KXB/HND,JL1316
18:40-19:45

調査結果整理 NewAfrica23

DXB/KXB,EK316
02：50-17：20

KXB/HND,JL1316
18:40-19:45

見積り回収 NewAfrica23

38 31 水 調査結果整理 NewAfrica24 調査結果整理 NewAfrica24

39 9 1 木 調査結果整理 NewAfrica25 調査結果整理 NewAfrica25

40 2 金 団内協議 NewAfrica26 団内協議 NewAfrica26

41 3 土 調査結果整理 NewAfrica27 調査結果整理 NewAfrica27

42 4 日
DES/DXB,EK720
15：45-00：20(+)

機中泊
DES/DXB,EK720
15：45-00：20(+)

機中泊

43 5 月

DXB/KXB,EK316
02：50-17：20

KXB/HND,JL1316
18:40-19:45

DXB/KXB,EK316
02：50-17：20

KXB/HND,JL1316
18:40-19:45

月 日 曜日

官団員

森田　秀明

自然条件調査
（地形・地質・水文）

田中敏文

道路設計Ⅱ
（付帯工、橋梁・構造物）

大広　良則日程 林　宏之

業務主任／道路計画／環境社会
配慮

井上　尚三

施工計画 ／積算

増井徹美

道路設計Ⅰ（本線工）

 



 

 

タンザニア国キルワ道路拡幅計画基本設計 DBD現地説明日程表 

 

行動 ホテル 行動 ホテル 行動 ホテル

1 2 4 土
HND/KIX,EK6251
20:40-22:00

機中泊
HND/KIX,EK6251
20:40-22:00

機中泊

2 5 日

KIX/DXB,EK317
(-)23:15-05:55
DXB/DES,EK719
08:10-14:40

NewAfrica1

KIX/DXB,EK317
(-)23:15-05:55
DXB/DES,EK719
08:10-14:40

NewAfrica1

3 6 月 団内協議
表敬JICA,MOID

およびTANROADS
NewAfrica2

表敬JICA,MOID
およびTANROADS

NewAfrica2

4 7 火 協議TANROADS NewAfrica3 協議TANROADS NewAfrica3

5 8 水
協議MOID／
TANROADS

NewAfrica4
協議MOID／
TANROADS

NewAfrica4

6 9 木 議事録サイン 議事録サイン NewAfrica5 議事録サイン NewAfrica5

7 10 金
協議BRT市役所／

TANROADS
NewAfrica6

協議BRT市役所／
TANROADS

NewAfrica6

8 11 土 調査整理 NewAfrica7 調査整理 NewAfrica7

9 12 日 調査整理 NewAfrica8 調査整理 NewAfrica8

10 13 月
EOJ報告

財務省議事録　　サ
イン

EOJ報告
財務省議事録

サイン
NewAfrica9

EOJ報告
財務省議事録

サイン
NewAfrica9

11 14 火
DES/DXB,EK720
15:45-00:15(+)

機中泊

DES/NRB,KQ483
15：15-16：30

NRB/DXB,KQ310
19:30-01:45(+)

機中泊

12 15 水

DXB/KXB,EK316
02：50-16：40

KXB/HND,EK6252
18:30-19:35

DXB/KXB,EK316
02：50-16：40

KXB/HND,EK6252
18:30-19:35

日程 高橋　直樹

業務主任／道路計画／環境社会
配慮

井上　尚三

月 日 曜日

官団員 道路設計Ⅰ（本線工）

森田　秀明

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

資料 3.  関係者（面会者）リスト 

 

 

インフラ開発省(Ministry of Infrastructure Development ) 

Mr. John W.H.V.Kijazi Permanent Secretary 次官 

Mr. Leopold J. K.N. Mujjungi  

Mr. Edwin Mujwahuzi 

Director for Trunk Roads 

Assis. Director for Trunk Road Division  

幹線道路局長 

幹線道路局次長 

Mr. I.Mwanawima Assis. Director for Maintenance 維持管理局次長 

   

タンザニア道路公団（Tanzania National Roads Agency: Tanroads） 

Dr. F.Y. Addo - Abedi Chief Executive 総裁 

Mr. Boniface H.P. Nyiti Acting Chief Executive 副総裁 

Mr. Arnold . J. Maeda Acting Manager Projects Preparation Unit プロジェクト準備課長 

Mr. W. Shila    Coast Zonal Manager 沿岸地域局長 

Mr. J.B.Kiiza South Highland Zonal Manager 南部高地地域局長 

Mr. Thomas Mosso Director of Engineering 技術部長 

Mr. V.K.Ndyamukama Director of Maintenance 維持管理部長 

Mr. Ndyamukama.J Regional Manager of Dar es Salaam ダルエス地方局長 

Mr. Mohamed Besta    Pavement and Materials Engineer 舗装・材料技師 

Mr. Issa Mlyomi Bridge Maintenance Engineer 橋梁管理技師 

Mr. Ebenezer R. Mollel Acting Maneger Design  設計課長補佐 

Mr. Sanjo M.Mgeta Senior Environmentalist 環境主任専門 

Mr. M.O.Mataka Pavement/Materials Engineer 舗装・材料技師 

Mr. Katura O.R  

 

Maintenance Engineer, Dar es Salaam Regional 

Office 

ダルエス地方局 

維持管理技師 

Mr. Martin A.M    Road Inspector, Dar es Salaam Regional Office ダルエス地方局 

道路管理技能者 

Mr. Kashililika E    Road Inspector, Dar es Salaam Regional Office ダルエス地方局 

道路管理技能者 

   

テメケ区役所（Temeke Municipal Council） 

Mr. I. Nyundo  Municipal Director 区助役 

Mr.E.G. Dumulinyi Municipal Planner 区計画技師 

Mr.Ayobu Bahati Municipal Engineer 区技師 

Mr. B.Sasi Valuer 土地鑑定氏 

Mr.I.M. Maiba Land Officer 土地問題担当 

   

ダルエスサラーム市役所（Dar es Salaam City Council） 

Mr. Raymond P.Mbilinyi Project Manager of BRT BRT プロマネ 

Mr. Enoch J. Kitandu Transportation Engineer of BRT BRT 交通専門家 

Mr.Elkin Bello Project Consultant of Logit, Brazil ブラジル人BRTコンサル

   

財務省（Ministry of Finance）   

Mrs. Mwanakombo Ngingite Ag. Assistant Commissioner Bilateral Section  二国間協力副部長 

Mrs.Joyce Momburi Alternate Desk Officer （Japan） 日本国援助担当 

   

日本大使館（Ambassade of Japan） 

Mr. Iatsuya Ikeda（池田勝也） Ambassador  全権特命大使 

Mr.Tomio Harada（原田富雄） Second Secretary 2 等書記官 

   

JICA タンザニア 事務所（JICA Tanzania Office) 

Mr. Toshihiro Obata(小幡俊弘) Resident Represantative 所長 

Mr. Hiroyuki Kinomoto Former Deputy Resident Represantative 元次長 

Mr. Naoki Takahashi  Deputy Resident Represantative 現次長 

Mr. Takeshi Oikawa  Assistant Resident Represantative 事務所所員 



























    

 

資料 5.  事業事前計画表（基本設計時） 

１ 案件名 

 タンザニア連合共和国キルワ道路拡幅計画 
 

２ 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

近年のタンザニア経済の復興に伴う都市の急激な拡大と交通需要の目覚しい増加によって、

ダルエスサラーム市内道路の交通量は著しく増加しており、2 車線道路の交通容量を超えるよ

うな区間では深刻な交通混雑が発生している。さらに、都市部の適切な迂回路の未整備により

都心部への交通集中は益々悪化しているのが現状である。タンザニア国政府は、ダルエスサラ

ーム市内主要道路の拡幅計画と、既存の放射状幹線道路網とそれらを接続させる環状道路の整

備を、社会経済活動の発展および市民生活の改善に資する優先課題として、道路セクター10 ヵ

年開発計画(2001/2002～2010/2011、2001 年 7 月策定)の中に掲げており、本計画の対象であるキ

ルワ道路の 4 車線化もこの計画の中に組み込まれている。 

本計画対象となるキルワ道路の 11.6km 区間は、6km 付近の 6～7％の勾配区間を除くとおおむ

ね緩やかな起伏部を通過し、平面曲線についても一部を除き比較的緩やかな曲線となっている

が、対象区間の現状舗装の状態は全体的に経年変化が見られ､約 27％区間は舗装劣化の進行した

状態にある。さらに、雨水排水施設の未整備による舗装へのダメージや 6km 付近のキジンガ川

低湿地での洪水被害も報告されている。また、現状の道路幅員は（2 車線、車道幅員 6m+2ｍ路

肩）、1 万台を越える現在の日交通量への対応が難しい状態にあり、朝夕のピーク時には深刻な

交通渋滞を招いている。特に、通勤･通学のピーク時には激しい交通渋滞が発生しており、計画

対象道路終点から街の中心部までの約 13~14km の移動に約 2 時間が必要という深刻な状態に陥

っている。 

したがって、本計画では要請対象区間を適切に拡幅することにより、交通混雑緩和と走行安

全を確保することを目的として実施するものである。 

 

３ プロジェクト全体計画概要             

（１） プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

キルワ道路、バンダリ交差点 ランギタトゥ間の円滑かつ安定的な交通が確保される。 

裨益対象：ダルエスサラーム首都圏テメケ市住民の 80 万人および南部沿岸地域住民 270 万

     人、合計約 350 万人 

（２） プロジェクト全体計画の成果 

  対象道路が整備される。 

（３） プロジェクト全体計画の主要活動 

  キルワ道路（11.6km）を拡幅する。 

（４） 投入（インプット） 

  ア 日本側（＝本案件）：無償資金協力 24.97億円 

  イ 相手国側 

（ア） 道路建設実施に伴う支障物件の移設に係る費用 

（イ） 社会環境配慮による移転費用 

モスク、墓、ランギタトゥバスターミナル 

（ウ） 主要交差点部改良に関する土地取得および建設ヤード造成のための土地借り上げ

費用 

（エ） 道路建設後の維持管理費用 

（５） 実施体制 

  主管官庁：タンザニア国インフラ開発省 

  実施機関：タンザニア道路公社（TANROADS） 

 

４ 無償資金協力案件の内容 

（１） サイト 

  キルワ道路、バンダリ交差点 ランギタトゥ間（延長 11.6ｋｍ） 

（２） 概要 

  対象道路延長 11.6km、河川部カルバート 2個所、主要交差点 8個所、バス停 22個所の整備



    

 

（３） 相手国側負担事項 

① 建設用地の確保 

② 建設に必要な手続き 

③ 適切な環境社会配慮に基づく支障物件の移設 

（４） 概算事業費 

  概算事業費 28.97億円（無償資金協力 24.97億円、相手国側負担 4.00億円） 

（５） 工期 

  詳細設計・入札期間を含め約 32ヶ月（予定） 

（６） 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

  相手国側建設予定のキルワ道路建設に伴うモスク、墓移転の状況をモニターする。 

 

５ 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

洪水などの災害が発生しない。 
 

６ 過去の類似案件からの教訓の活用 

  特になし。 

 

７ プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（１） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 

項 目 2006 年（現状） 2009 年 

ピーク時（*）の平均時速 7km/h 20km/h 

   （*）ピーク時時間帯：朝 6 時～9 時、夕方 16 時～20 時、計 7 時間 

 

（２） その他の成果指標 

    特になし。 

 

（３） 評価のタイミング 

2009 年完工以降 
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50 道路分野環境評価・管理ガイドライン 報告 コピー Ministy of Works Dec. 2004 
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１．Temeke Municipality との協議議事録 

 

 

２．BRT（DART）の PMU との協議議事録 

 

 

３．Tanroads との技術ノート覚書 

 

 

４．交通量調査結果 

 

 

５．舗装設計資料 

 

 

６．ボーリング調査結果 

 

 

７．DCP（動的貫入試験）調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

１．Temeke Municipality との協議議事録 

 
 



 

 

２．BRT（DART）の PMU との協議議事録 

 

 

 



 

 

３．Tanroads との技術ノート覚書 
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4. 交通量調査結果
(1) Analysis of the AADT2005 （Annual avarage daily traffic ）
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4. 交通量調査結果
(2) Equivalent Standard Axle Load (ESAL) during the Design Period



5. 　舗装設計資料
Site: Kilwa Road

Surface Base Sub base Sub grade

Course Course

Layer coefficient 0.44 0.14 0.13

Surface Road mix asphalt 0.20

Plant mix asphalt 0.44

Sand asphalt 0.40

Base Course Crushed stone 0.14

Cement treated

compressive s.t. 7days >650psi (45.7kg/cm2) 0.23

compressive s.t. 7days >=550psi (38.6kg/cm2) 0.20

compressive s.t. 7days <400psi (28.1kg/cm2) 0.15

Bituminous treated

Coarse graded 0.34

Sand asphalt 0.30

Lime treated 0.15 ~ 0.30

Sub-base Course Sandy gravel 0.13

Sand or sandy clay 0.05 ~ 0.10

Drainage coefficient excellent drain 2 hour 1.2 1.1 1.1

good drain 1 day 1.1

fair drain 1 week 1.0

poor drain 1 month 0.9

very poor no - drain 0.8

Analysis year n years 15

Traffic growth rate r 4.50%

Total ESAL for Analysis year @     Initial Million 0.592

Terminal Million 12.300  Sn = @ * ( ( r + 1 ) ^ n - 1) / ( ( r + 1 ) - 1 )

Reliability 50% 0.000 Rural express way 85% -1.037 -1.282 -1.282 -1.282

60% -0.253 Urban express way 90% -1.282

Local road 70% -0.524 Very important 95% -1.645

Secondary 75% -0.647 Most important 98% -2.327

Primary 80% -0.841 99.9% -3.090

Combined standard error of the traffic prediction and performance prediction 0.4 0.4 0.4

Flexible pavements 0.3 ~ 0.4 ~ 0.5

Rigid pavements 0.2 ~ 0.3 ~ 0.4

Performance Serviceability Index Initial Flexible pavements 4.2 4.2 4.2 4.2

Rigid pavements 4.5

Terminal Unacceptable people 12% 55% 85% 2.0 2.0 2.0

3.0 2.5 2.0

Resilient modulus for surface 350,000 31,000 18,600 13,500

Base course psi MR base course = Ebs =10 ^ ((a2+0.977) / 0.249)

Sub-base psi MR sub-base      = Esb =10 ^ ((a3+0.839) / 0.227)

Sub grade psi MR sub-grade    = 1500 (750 ~ 3000) * CBR

Log10(W18) = ZR *S0 +9.36 * Log10(SN +1) -0.20 +Log10(dPSI / (4.2 -1.5)) / (0.4 +1094 / (SN +1)^5.19) +2.32 *Log10(MR) -8.07

Thickness cm / inch Structure Cumulative ZR S0

(cm) 2.54 Layer Drainage Number SN

Surface pavement > 4 inch 7 2.756 0.44 1.213 1.213 -1.282 0.40

Base Course > 8 inch 20 7.874 0.14 1.1 1.213 2.425 -1.282 0.40

Sub base course > 8 inch 26 10.236 0.13 1.1 1.464 3.889 -1.282 0.40

53

Reference only unit price dPSI MR Log(W18) Total ESA Condition

$/cm loss lim -> 0

Surface pavement 1.80 2.2 31,000 4.861 0.073 -12.227 7 Surface

Base Course 0.30 2.2 18,600 6.087 1.223 -11.077 20 Base course

Sub base course 0.06 2.2 13,500 7.122 13.234 0.934 26 Sub-base

Performance period 15.819 years

Reference Comparsion : Tanzania Standard Type and JICA B/D

Description ST AC Base Total

C2(2Mpa) C1(1Mpa) SN

TCL10 30mm 150mm 200mm

SN 0.55 0.35 0.25 119

TCL20 50mm 150mm 150mm 150mm

SN 1.00 0.35 0.30 0.25 185

JICA B/D 70mm 200mm 260mm

SN 1.00 0.35 0.25 205

Input data of each Layer

5,000 ~ 62,000

3,000 ~ 32,000

2,500 ~ 15,000

SubBase

Thickness

(cm)

Coefficient
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測点距離 

推定支持層 

図１．低湿地区間の地盤構成と検討範囲 

図２． 調査ボーリング結果による代表地質断面(Kizinga) 

軟弱地盤検討範囲 



 

 

 

Km7.2 付近の高盛土範囲 

図３．  km7.2 付近の地層地質断面図 

盛土砂質土 

高盛土

推定原地盤



R
H
S
:道

路
右

側
L
H
S
:道

路
左

側

　　7. 　動的貫入試験結果（CBR値換算）
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